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令和２年度 横浜市青葉区社会福祉協議会 事業計画書 

◆基本理念 

「誰もが安心して自分らしく暮らせる地域社会をみんなでつくりだす」 

 

◆事業推進方針 

令和２年度は、第４期地域福祉保健計画を策定し新たなステージに移行する年度と

なります。特に、次期計画における地区別計画を通じて、地域での困りごとが身近な

方々により発見、共有検討され、解決への糸口を見出していく地域づくりに向けて地

区社会福祉協議会（以下、地区社協という）をはじめとした地域関係者や専門機関等

と積極的に連携して取り組んでいきます。 

上記を踏まえて次の項目に重点を置き事業を進めます。 

 

 

１ ≪次世代に継承したい「地域のつながり」あるまち≫への取組 

身近な地域での支えあい活動の創出と継続に向けて、特に地域福祉保健計画の策

定・推進、生活支援体制整備事業や子どもの居場所づくり支援等を通じて、ニーズ

の把握から情報の収集と発信、及び支援ネットワークの構築等に、区役所・地域ケ

アプラザ（以下、ＣＰという）等専門機関との連携を活用して、引き続き積極的に

取り組みます。 

○  ボランティア・ＮＰＯ団体、社会福祉法人、及び企業等の多様な関係機関によ

る活動と地区社協をはじめとした区民による地域福祉活動とがスムーズに連携し支

援活動が構築されるように取り組んでいきます。 

○  ボランティアセンターを中心に、区域で活動する団体やボランティア活動の支

援、地域で福祉活動を担う人材の発掘、及び共同募金・善意銀行の広報強化を通じ

た活動原資の確保等の充実強化を継続させます。 

  特に区役所と青葉区災害ボランティア連絡会と連携し、万一の発災に対し迅速に

災害ボランティアセンターを機能させられるように準備します。 

○  主に小中学生を対象に、当事者やボランティアと協働し、障害や地域福祉活動

への理解をテーマとした福祉教育を進めます。 

 

 

２ ≪「必要な人へ支援が行き届く」安心して健やかに暮らせるまち≫への取組 

障害や認知症等への理解が広がり、障害や高齢を事由とした困りごとのある方の

生活が引き続き住み慣れた地域で営み続けられるよう、関係機関と連携し、障害や

認知症等の啓発、日常や生活困窮時の支援、区民一人ひとりの権利擁護を更に充実

するよう取り組みます。 

○ 「青葉ふれあいまつり」「障害者週間」等を中心とした交流事業や広報活動を通
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じ、障害のある方々自身の取り組みやその紹介により更なる障害理解と交流の促進

を進めます。 

○  移動情報センター、あんしんセンター等の個別支援事業において、当事者への

個別支援、ガイドボランティアの確保、ガイドヘルパー事業者等との連携強化、及

び市民後見人の支援等を継続します。 

○  あんしんセンター事業を中心とした権利擁護活動、生活福祉資金貸付や食の支

援活動を中心とした生活困窮者支援等を確実に実施し、区民一人ひとりの困りごと

に対応します。 

 

 

３  事業の見直しや手順の整理を通じ、各事業を適切に執行できるよう法人全体の

信頼性を高めるように事業運営を行います。加えて、事務局を担う各団体の活動を

着実に運営していきます。 

○  送迎サービスの事業終了を踏まえた見直しや事務局を担う各団体との役割分担

や事業の見直し等について関係機関と丁寧に調整し、区民の利便性が高まるよう事

業内容の改変を検討していきます。 

○  日常の法人運営において、法人諸規程、各事業の根拠法、労務・税務等各法を

踏まえコンプライアンスを遵守し、特に事業の性質上強く求められる確実な現金管

理を徹底します。 
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■ 事業計画 

 

 

 

 

 

 

《次世代に継承したい「地域のつながり」のあるまち》への取組       

Ⅰ 小地域活動の推進・支援  

＜市社協補助金・市社協受託金・共同募金配分金＞ 19,736 千円 

 

 １．身近な地域での支えあい活動の推進 

（１）組織的な小地域活動支援の実施 【○中事業 No.1-1,4、No.5-5、視点１,３,４】 

  平成 28 年度から取組が始まった「青葉かがやく生き生きプラン～第３期青葉区地域福祉保健計

画～」や横浜市社会福祉協議会「長期ビジョン 2025」の実現のための中期計画に基づき、地区社

会福祉協議会（以下、地区社協とする）の活動や地域における共助の層を厚くする取組を、区役

所・地域ケアプラザ等と一体となって進めます。また、第４期計画の策定完了に向けて、見守り・

支えあい活動や活動を担う人材発掘に軸をおいて、第３期計画の推進最終年度を関係機関と連携

し進めていきます。 

・第３期青葉区地域福祉保健計画の推進及び第４期計画の策定 

・住民一人ひとりの生活課題を地域で共有し、解決できるまちづくりの支援 

・地域での見守り・支えあい活動の推進、支援のための研修会、講演会等の開催支援 

・民生委員児童委員活動への協力（地区民児協定例会出席や意見交換会の実施等） 

・地域での見守り活動（青葉ふれあい見守り事業等）への支援 

 

（２）身近な地域のつながり・支えあい活動推進事業【○中事業 No.1-1、No.3-3,6】 

  住民一人ひとりの生活課題を地域課題として捉え、本会事業・地域活動への展開や新たなサー

ビス創出を図る「身近な地域のつながり・支えあい活動推進事業」（平成 25 年度より実施）を本

会事業の根幹として位置づけ活動します。 

  「一人ひとりの困りごとを解決」できる地域社会の実現に向けて、地区社協や民児協、自治会町

内会組織をはじめ、地域支援の最前線である地域ケアプラザと連携を強化し、地域特性を活かし

た身近な地域活動の支援に取り組みます。 

・地区アセスメントシート及び地区支援シートの整備、関係機関との共有 

・地区支援記録の整備及び活用 

 

重点 

【○中事業】：「『横浜市社協 長期ビジョン 2025』の実現に向けた

中期計画（2019～2023 年度）」掲載事業 

【視 点】：「第３期青葉区地域福祉保健計画」取組の視点 

※詳しくは、巻末資料をご覧ください。 
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（３）生活支援体制整備事業への取組み【○中事業 No.1-1、視点１,３】 

  多様な主体による住民の生活を支援する体制を整備する当該事業において、第１層（区域）生活

支援コーディネーターが、区所管課と連携し地域ケアプラザ第２層（日常生活圏域）生活支援コー

ディネーターへの支援を通じて、つながり支えあいの地域づくりに取り組む地域支援事業を推進

します。 

・区内 12 地域ケアプラザの第２層生活支援コーディネーターの支援 

・生活の楽しみを実現するための移動に関するネットワークづくり（社会参加・介護予防） 

・ニーズに応えるための民間企業のネットワークづくり（重層的な生活支援） 

・より多くの住民に向けたインフォーマルリストの発信（社会参加・介護予防） 

・生活支援コーディネーター連絡会の開催 

・区との協力による第１層協議体（区域）の設置と、地域支えあい活動の推進体制づくり 

 

（４）地域ケアプラザとの連携強化【○中事業 No.1-2、No.5-10】 

地域包括ケアの充実に向けて、さらに地域ケアプラザとの連携を強化していきます。 

・地域活動交流コーディネーター連絡会の開催     毎月第１木曜日午後開催 

・生活支援コーディネーター連絡会の開催（再掲）   毎月第４木曜日午後開催 

・地域ケアプラザ協働事業の実施 

  地域ケアプラザ職員を対象に、テーマ毎に研修会や意見交換会を実施 

・地域包括支援センターとの連携（包括カンファレンス・職種別分科会参加） 

・地域ケア会議・協議体の共同企画・実施 

 

（５）子ども支援関係事業の実施【○中事業 No.3-3】 

  区内で子ども食堂や居場所づくり、学習支援等を行う団体等に対し、安定した運営を行えるよ

うに支援を行うとともに、活動財源の支援を行います。 

・子どもの居場所づくり連絡会の開催 

・区内の子どもの居場所を記したパンフレットの発行、活動の周知 

・子どもの居場所の活動支援、立ち上げ支援、助成金の配分 

・食品等寄付の配分 

 

 ２．地区社会福祉協議会の支援 

  地区社協が地域の福祉課題を解決できるように、話し合いの場や地域組織のネットワークづく

りが進むように支援します。また、地区社協を対象とした研修や情報交換の場を設け、互いの強み

やノウハウが共有され区域全体において地区社協の活動がさらに充実するようにしていきます。 

 

 

重点・拡充 
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（１）地区社協助成金の交付【○中事業 No.5-9】 

運営費助成・事業助成・年末たすけあい募金配分金・賛助会費還元金・世帯会費還元金等を交付

し、地区社協の活動がさらに充実するように支援します。 

 

（２）地区社協関係会議の定例会開催 【○中事業 No.1-1,2、No.3-3,7、No.4-1,2,3】 

 地区社協役員対象の会議を開催し、地区社協を取り巻く環境や課題、求められる役割等につい

て話し合います。また、必要に応じて他機関・団体への呼びかけを行います。 

・会長・事務局長合同会議            年３回開催 

・会長会議／事務局長会議            各１回開催 

・市社協主催の地区社協検討会へのメンバー派遣  年３回開催 

 

（３）地区社協研修の実施 【○中事業 No.3-6】 

「一人ひとりの困りごとを解決できる地域づくり」をめざして、研修や研修開催支援を行います。 

・地区社協に関する基礎的な研修及び必要な研修の開催 

・地区社協全体会と連携した研修への参加呼びかけ 

・地区社協主催研修の支援（企画・講師調整等） 

 

（４）地区社協活動の PR【○中事業 No.5-1】 

 本会ホームページ、ブログ等を活用した地区社協活動の紹介を行います。 

 

３．地域活動人材の育成 

 幅広い地域活動の担い手の発掘を目的に、地域ケアプラザや関係機関と協働で事業を実施しま

す。 

（１）横浜シニア大学への協力【○中事業 No.3-3】 

 区老人クラブ連合会が開催する「横浜シニア大学一般講座」に講師として協力します。 

 

（２）当事者発地域啓発事業への協力【○中事業 No.3-1,3】 

 市社協障害者支援センターが実施する標記事業に対し、研修実施先や講師の調整に協力します。 

 

（３）あおば de スタートセミナーへの協力 

  区役所福祉保健課が実施する標記事業に協力します。 
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Ⅱ ボランティア活動の推進・支援  

＜区受託金・会費収入・善意銀行配分金＞ 3,684 千円 

 

１．ボランティアセンター事業の推進 

  区内のボランティア活動の充実を図るため、福祉保健活動拠点の利用促進に努めるとともに、

新たなボランティアの発掘に努めます。また、ボランティア団体や地域ケアプラザ等と連携し、地

域課題を把握し新たな取組の検討や関係機関への情報発信を行います。 

 

（１）あおばボランティアセンターの開設【○中事業 No.3-6,7】 

 〈開所時間〉月曜～土曜 ９：００～１７：００ 

 〈コーディネーター〉２名 （ローテーションにて１日１名体制） 

 

（２）ボランティア依頼・派遣・調整、情報の発信と収集【○中事業 No.3-7】 

 ボランティアを必要としている方とボランティア活動をしたい方とをつなげます。活動をする

中での不安や疑問等様々な相談に対応するとともに、解決できない課題等については、他機関と

連携を図ります。また、ホームページ等を通じて、ボランティア登録をしている方に対し、様々な

情報発信を行うとともに、ボランティア・市民活動団体分科会の運営等を通じて、区内のボランテ

ィア団体の活動状況の把握に努めます。 

 

（３）各種ボランティア講座の開催 【○中事業 No.3-6】 

 新たなボランティアの発掘や福祉啓発のために他団体との連携も含めた各種ボランティア講座

を開催します。 

①ボランティア支援講座の実施 

・ボランティア・市民活動団体分科会会員向け研修 

・技術系ボランティア養成講座（音声訳ボランティア） 

②他団体・機関との共催・協働、または協力によるボランティア講座の実施 

・横浜シニア大学一般講座でのボランティア入門講座 

③ボランティア養成講座 

・傾聴ボランティア入門講座 

 

（４）ボランティア活動団体の支援【○中事業 No.1-2、3-7】 

 区域で活動するボランティアグループの活動やネットワーク化を支援します。 

①ボランティア・市民活動団体分科会の開催 

②ボランティア活動者向け研修会の開催 

③食事サービス関連ボランティア活動者への検便検査料助成（年 2 回／人まで、全額助成） 

④各種ボランティア保険の受付 
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（５）福祉教育の推進【○中事業 No.3-1,6】 

 区民や当事者、地域ケアプラザ等と連携し、様々な福祉教育の実施や福祉啓発を進めます。 

①学校における福祉教育実施に伴う支援 

・小中学校からの福祉教育に関する各種相談への対応から実施までの包括的支援 

・小中学校福祉教育助成金の交付 

・福祉学習機材・用具の貸出し（車いす、高齢者疑似体験セット、白杖、アイマスクなど） 

②中学校における職業体験実施に伴う支援・受け入れ 

③地域や企業、商店への福祉啓発活動の推進 

 

（６）学校と福祉の連携支援【○中事業 No.3-1】 

小中学生に地域活動や福祉に関心をもってもらえるよう学校と連携します。 

①第４期青葉区地域福祉保健計画中学生版パンフレットの作成 

②児童・生徒の職場体験・福祉体験等のコーディネート・受け入れ 

③先生のための福祉講座（市社協・区社協・市教育委員会共催）への参加呼びかけ 

 

（７）ボランティアセンター運営委員会の開催【○中事業 No.3-7】 

   ボランティアセンターの企画・運営、善意銀行預託金品の受入内容報告と配分審査を行います。 

・ボランティアセンター運営委員会の開催    年２回 

 

 

Ⅲ 各種助成事業  

 

区内の福祉保健活動の推進に向け、団体や施設へ各種助成を行います。助成金申請団体に対し

て、財源である募金等への理解と適正な執行を求めるとともに、広く区民に対して募金等への協力

と活用方法についてＰＲを行います。 

 

（１）あおばふれあい助成金の実施（４～５月申請、６月配分）【○中事業 No.4-1、5-9】 

＜市社協補助金・共同募金配分金・善意銀行配分金＞ 12,137 千円 

赤い羽根共同募金、市・区社協善意銀行預託金、市社協補助金を財源に、あおばふれあい助成金

運営委員会の審査に基づき配分します。また、助成金申請団体にはボランティアセンターへのボ

ランティア登録や本会会員への入会を働きかけ、共同募金活動への協力を促します。 

また、市内統一の助成基準に準拠するとともに、それを補完する青葉区独自の助成制度を継続

します。 

 

重点・拡充 
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（２）年末たすけあい募金の配分（11 月申請、12 月配分）【○中事業 No.3-3、5-9】 

＜年末たすけあい募金配分金＞ 8,820 千円 

 年末たすけあい募金を財源に、市民活動団体・当事者団体への活動助成を実施します。また、タ

ウン誌等への掲載を通し、助成結果を広く区民に周知するとともに、新たな助成団体の開拓に努

めます。 

 

（３）善意銀行の運営と配分事業（再掲）【○中事業 No.5-2,9】 

 ボランティアセンター事業の１つとして実施する善意銀行において、区民から受け付けた預託

金品を受け入れ、ボランティアセンター運営委員会の決定に基づき配分します。 

 

 

Ⅳ 広報啓発事業  

＜共同募金配分金＞ 1,159 千円 

１．福祉のまちづくりの推進 

 福祉活動関係者の協力のもとに各種福祉啓発事業を実施することで、区民の福祉活動への関心

を高める一助とします。 

 

（１）第 26 回青葉区社会福祉大会の実施（区共催）【○中事業 No.1-1,3-6,5-1】 

区内の様々な地域活動、ボランティア活動などに長年にわたり貢献された方々の功績を称え、

感謝の意を表することを目的とした表彰式典を開催するとともに、区内で行われている地域福祉

活動の事例を紹介します。 

例年 11 月開催ですが、令和２年度は第４期地域福祉保健計画発表の機会とするため令和３年２

月に開催します。 

 

（２）障害福祉への理解や関心を高めるための各種活動の推進【○中事業 No.1-1,3-3】 

 「障害者週間（12 月 3 日～9 日）」キャンペーンと「青葉ふれあいまつり」を開催し、区民に向

けた普及啓発活動を実施します。 

 

２．福祉保健情報発信 

本会事業や会員情報、地域の福祉情報等を発信するため、ホームページ・ブログのほか、広報紙

の発行を行います。また、住民が身近な地域情報にアクセスできるよう、地区社協を中心とした情

報発信のあり方を引き続き検討します。 

（１）ホームページの運営 〈URL  http://www.aosha.jp〉【○中事業 No.5-1】 

 本会ホームページの運営を通し、福祉情報の提供、会員の情報発信の支援を行います。 

・会員専用ページの運用、本会ブログの随時更新 
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・地区社会福祉協議会のホームページ・ブログ立上げの支援 

 

（２）広報紙の発行【○中事業 No.5-1】 

 本会活動の紹介と福祉啓発を目的に、各種広報紙を作成します。 

・「あおば社協だより」の発行（音声訳版併せて発行）  年６回 

・ボランティアセンターだよりの発信          随時 

 

Ⅴ 福祉保健活動拠点の運営  

＜区受託金・市社協補助金・分担金・利用料等＞ 15,648 千円 

 

指定管理者（令和２年度より 5 年間）として、青葉区福祉保健活動拠点「ふれあい青葉」の適

切な運営に努めるとともに、福祉保健活動の拠点として、これまで以上に利用促進に努めます。

また、安心・安全な施設管理に努めることで、更なる利用者満足度の向上を図ります。     

・福祉保健活動拠点利用者懇談会の開催    年２回 

・防災訓練の実施              年２回 

・福祉情報コーナーの運営 

・窓口満足度調査の実施と結果分析 

・各種ボランティア事業の実施（再掲：「Ⅱ－２  ボランティアセンター事業の推進」参照） 

 

 

 

《「必要な人へ支援が行き届く」安心して健やかに暮らせるまち》への取組み 

Ⅵ 在宅福祉推進事業  

 

１．高齢者支援 

＜共同募金配分金＞ 20 千円 

 

（１）認知症サポーター養成講座の開催支援【○中事業 No.3 -1,6】 

区や地域ケアプラザと協働し、区民や学生、企業や商店等に認知症についての啓発を行うこと

で、誰もが安心して暮らすことのできる地域づくりにつなげます。 

 

（２）日常的な地域の見守り活動の推進（地域で見守り検討プロジェクト）【○中事業 No.1-1】 

 住民支えあいマップ等の活用を通して、地域で活動している方々と連携の上、住民同士による

気づきや見守り機能の強化を図ります。 
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（３）敬老訪問の実施 

 区役所と合同で、区内在住の最高齢者等への敬老祝い品贈呈を行います。 

 

２．障害児者支援 

 障害児者の地域での自立生活、社会参加への支援を目的に実施します。 

＜区補助金・市社協受託金・共同募金配分金＞ 11,334 千円 

 

（１）障害者週間キャンペーンの実施（再掲） 【○中事業 No.1-1,3-3】 

 障害福祉への理解を深め、障害のある方の社会参加を促進することを目的に、「障害者週間（12

月３日～９日）」キャンペーンと「青葉ふれあいまつり」を開催し、当事者団体部会・障害者施設

連絡会会員が主体となって広報や啓発活動を行います。 

 

（２）当事者・家族への支援事業の実施【○中事業 No.3-3】 

①青葉ふれあいまつりの実施 

 区内の障害者施設や当事者団体、ボランティア、区民の方々が一同に会し、様々なスポーツ種目

やレクリエーションを共に楽しむことにより、障害のある方々と住民とのつながりを深めること

を目的に実施します。 

②障害のある方の就労支援の実施 

 本会業務の一部を障害者施設や当事者団体に委託することで、障害のある方への就労機会の提

供や支援を行います。 

  

（３）青葉区移動情報センター等運営事業の実施【㊥事業№5-6】 

障害のある方を対象に、外出・移動支援の要する情報収集・提供やコーディネートを行います。

また、ガイドボランティアの養成・コーディネートをあわせて実施します。 

・青葉区移動情報センター推進会議の開催     年３回 

・青葉区内の移動に関する課題についての研修   年１回 

・ガイドボランティア養成講座の実施       年１回 

 

（４）各種障害福祉関係会議等への参加【㊥事業№3-3,4-1】 

・青葉区自立支援協議会  ・「みみづく」運営委員会  ・あおばふれあい農園実行委員会 

・ほっとサロン青葉運営協議会  等 
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３．外出支援 

＜市社協受託金・利用料収入・善意銀行配分金＞ 4,522 千円 

 

（１）送迎ｻｰﾋﾞｽ事業（横浜市外出支援ｻｰﾋﾞｽ事業／本会自主送迎ｻｰﾋﾞｽ業）【㊥事業№5-7】 

公共交通機関での外出が困難な在宅の要介護高齢者や難病患者、障害児者に対し、道路運送法

79 条への登録に基づき、法令を遵守し登録運転ボランティアによる移送サービスを行います。な

お、送迎サービス事業につきましては、本会の役割や当該サービスの今後、及び介護保険サービス

をはじめとした他の送迎サービス事業の状況をふまえ制度運用を引き続き見直していきます。 

①実施体制 

・送迎車両 福祉車両：２台 

 ＊車いす対応リフト＆リフトアップシート車【トヨタ／シエンタ】 

 ＊リフトアップシート車【トヨタ／アイシス】 

・利用料金  ２㎞まで 300 円、その後１㎞毎に 150 円 

②送迎サービス事業のコーディネート 

③事故予防の取組強化（安全運転講習会の実施、外部研修への参加） 

 

（２）青葉区移動情報センター運営等事業（再掲） 

 

 

Ⅶ 災害援護事業  

＜市社協補助金・共同募金配分金・たすけあい福祉資金配分金＞ 200 千円 

 

（１）青葉区災害ボランティア連絡会の支援【㊥事業№1-2,5-11】 

・定例会の開催（運営体制の基盤の強化、課題の抽出）   年４回 

・災害ボランティアセンター開設シミュレーションの実施及び外部研修等への参加 

・市内近隣区との連携強化（他区災害ボランティアとの合同会議、他区運営訓練への参加、協力等） 

・地域防災拠点との連携強化 

・防災に関する地域向け講座の開催 

 

（２）小災害見舞援護事業 

火災等の罹災世帯等に対して見舞金を支給します。 
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Ⅷ 各種相談事業  

１．地域における権利擁護の推進 

＜市社協受託金・利用料収入＞ 448 千円 

 

（１）「青葉区社協あんしんセンター」の実施【㊥事業№2-1】 

高齢者や障害のある方の生活や金銭管理などに関する相談に応じるほか、必要な方には契約に

基づく福祉サービスを提供します。  

また、事業の実施にあたっては区福祉保健センター、地域包括支援センター等の関係機関と連

携し、相談者・利用者の支援にあたります。 

なお支援にあたっては、本会の地区担当職員との連携を促進し、地域における課題把握に努め

る等、事業実施体制の充実を図ります。 

①相談・サービスの提供 

・権利擁護に関する相談 

・福祉サービス利用援助、定期訪問・金銭管理サービス 

・預金通帳など財産関係書類等預かりサービス 

②地域・関係機関に対する事業の出張説明会・研修会の開催 

③地区担当職員との連携      

 本会の地区担当職員との連携により、地域での支えあい活動等も含めた利用者の生活支援に継

続して取り組みます。 

 

（２）市民後見人受任後の支援 【㊥事業№2-1】 

 市民後見人バンク登録者、後見人等を受任した市民後見人の活動支援を行います。 

 

（３）関係会議・合同事業への参加と実施 ※区役所との協働事務局 

・成年後見サポートネット（全体会）への参加 

・成年後見サポートネット（分科会）の開催 

 

（４）区協議会 

 ・区協議会における役割の内、従来のサポートネット職務については、これまで通り区役所高齢・

障害支援課及び区社協あんしんセンターが協力して実施します。 
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２．生活福祉資金貸付事業 【○中事業 No.5-8、視点３,４】 

＜県社協受託金＞ 3,672 千円 

 

低所得者世帯や高齢者・障害者世帯等を対象に、審査の上、必要な資金を貸し付けるとともに、

関係機関・他制度との連携により、世帯の自立を支援します。 

 また、生活困窮者自立支援法の施行に伴い、区役所生活支援課との連携強化を図るとともに、償

還延滞者ケースの実態把握に努め、償還指導を実施します。 

  あわせて、生活困窮者への食支援について、セカンドハーベストジャパン、フードバンクかなが

わと連携し進めていきます。 

・総合支援資金   ・緊急小口資金   ・福祉資金 

・教育支援資金   ・不動産担保型資金  等 

 

 

 

《事務局の適切な運営と強化》                      

Ⅸ 法人運営  

＜会費収入・市社協補助金・事業収入・負担金収入・前期末支払資金残高＞ 8,122 千円 

 

１．事業推進体制の充実 

（１）理事会・評議員会・部会・分科会・委員会等の開催 【㊥事業№3-3,4、№4-1,2,3、№5-1】 

社会福祉法に基づき、社会福祉法人としての適切な運営、会員団体による協議の場の充実、会員

相互の連携、及び研修会等を通じた啓発活動等により会員組織活動の更なる活性化を図り、「地域

福祉の推進を目的とする団体」としての責務を果たします。 

また、本会が把握する地域や個別の課題・ニーズ等を本会会員法人・施設に対して提起するとと

もに、社会福祉法人・施設において、「地域における公益的な取組」が円滑に行えるよう会員団体

と検討を進めます。  

①理事会、評議員会、監事会 

②部会   （４部会：地域福祉関係団体、当事者団体、専門機関、学識経験者） 

③分科会  （２分科会：地域福祉分科会・ボランティア・市民活動団体分科会）  

④委員会 

・ボランティセンター運営委員会  年２回 

・あおばふれあい助成金運営委員会 年２回 

・顕彰委員会    年１回 

・業者選定委員会   必要に応じ開催 

⑤会員向け研修の実施 
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・東日本大震災被災地視察等研修 

・個人情報保護研修・防災等の地域向け研修 

 

（２）会員の拡充 【㊥事業№4-1、№5-2】 

地域に対する社協活動の浸透を図り、より多くの会員の声を本会運営に反映させるため、引き

続き会員の拡充を図ります。 

・あおばふれあい助成金配分申請団体や新設福祉施設・団体への入会促進 

・世帯・賛助会費周知用パンフレットの作成 

 

（３）青葉かがやく生き生きプラン 第 3 期青葉区地域福祉保健計画の推進及び第４期青葉区地域

福祉保健計画の策定 【○中事業 No.1-4、No.5-5】 

区計画と 15 の地区別計画から構成される第３期青葉区地域福祉保健計画を推進し、第４期青葉区

地域福祉保健計画の策定を完了に向けて、共同事務局となる青葉区役所と地域福祉保健推進会議、

地域福祉保健計画策定委員会、地域福祉保健計画推進・策定プロジェクトを開催します。また、地区

別計画の具体的な協議・検討の場となる地区別の地域福祉保健計画推進会議において、取組や課題

の共有等を進め地区別計画を策定します。 

第３期青葉区地域福祉保健計画の推進と本会の「身近な地域のつながり・支えあい活動推進事業」

の取組を連動させ、区計画と地区別計画の推進に必要な地域支援を区役所や地域ケアプラザと一体

となって進めます。 

・地域福祉保健推進計画推進会議、地域福祉保健計画策定委員会、地域福祉保健計画推進・策定

プロジェクトの開催（再掲） 

・区役所・地域ケアプラザ・本会の三者による地区別サポートーム会議の開催 

・地域福祉保健計画の推進・策定に必要な能力の向上を目的とした職員研修の実施  

・住民や関係機関に対する地域福祉保健計画の周知・啓発 

 

（４）業務改善・経営改善実施【㊥事業№5-2】 

「身近な地域のつながり・支えあい活動推進事業」を全ての事業の根幹として位置づけ活動す

るとともに、生活支援体制整備事業の取組から「新しい地域支援事業」を推進するために必要な、

事務運営の効率化や事業の見直しなど、業務改善と経営改善に取り組みます。 

 

（５）福祉基金の運用と有効活用【㊥事業№5-2】 

福祉基金積立金を安定的に運用し、基金果実を本会事業に活用します。 

 

２．事務局体制の整備・充実 

 「青葉かがやく生き生きプラン」、「身近な地域のつながり・支えあい活動推進事業」の推進や、

今年度実施５年目となる「生活支援体制整備事業」の更なる推進のため、地域福祉推進に必要な職

重点 
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員育成を進めます。また、事務効率化や事業の見直しなどコスト意識を持った業務改善に引き続

き取り組んでいきます。 

・地区担当制による地域支援事業の推進 

・横浜市社協職員育成計画に基づく研修受講及び外部研修への職員派遣 

・職員間や市内他区社協等との連携、情報共有のためのグループウェア等の活用 

・ネットワークセキュリティ対策の強化及び勤怠管理システムによる労務管理 

・金銭管理事務の徹底と財務・税務管理体制の強化 

 ・苦情解決制度及び情報公開制度の適切な運営 

 

 

Ⅹ 各種福祉団体への協力 

 団体の役割、特性に応じて各団体の活動を支援します。 

・神奈川県共同募金会青葉区支会 

・日本赤十字社青葉区地区委員会（日赤神奈川県支部横浜市地区本部青葉区地区） 

・横浜市青葉区更生保護協会（「社会を明るくする運動実施委員会」含む） 

・青葉保護司会 

・神奈川県薬物乱用防止指導員協議会青葉区支部 

・青葉区戦没者遺族会（会計事務以外） 

・青葉区更生保護女性会（会計事務以外） 
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重点取組１　　身近な地域での住民のつながり・支えあい活動の推進
NO. 事業名

１ 重点 １－１ 身近な地域のつながり・支えあい活動推進事業の推進

２ 重点 １－２ 地域の支えあい活動のための担い手育成

３ １－３ 地区社協支援の強化

４ １－４ 区地域福祉保健計画(地区別計画)の推進

５ １－５ 生活困窮者自立支援施策への対応

重点取組２　　地域における権利擁護の推進
NO. 事業名

６ 重点 権利擁護事業の推進

７ 重点 法人後見事業の推進

８ 重点 市民後見人養成・活動支援事業の推進

９ 重点 ２－４ 横浜市障害者後見的支援制度の推進
※２-２、２-３の事業は２-１に統合されました。

重点取組３　　幅広い福祉保健人材の育成
NO. 事業名

10 重点 ３－１ 幅広い福祉教育(啓発)の実施

11 重点 ３－２ 企業の地域貢献活動の充実に向けた支援

12 重点 ３－３ 当事者の想いが実現できる地域づくり

13 重点 ３－４ 福祉保健従事者の育成

14 ３－５ 「セイフティーネットプロジェクト横浜」支援事業の推進

15 ３－６ 地域福祉活動推進者の養成

16 ３－７ ボランティア活動の推進・支援

17 ３－８ 福祉人材の確保支援

重点取組４　　会員活動と地域福祉の推進
NO. 事業名

18 重点 ４－１ 会員の拡充と連携による協議体としての機能強化

19 重点 ４－２ 市社協と区社協の部会(分科会)活動の推進

20 重点 ４－３ 部会を超えた課題解決の仕組みづくり

重点取組５　　社協の発展に向けた運営基盤の強化
NO. 事業名

21 重点 ５－１ 調査・研究・企画及び広報機能の強化

22 重点 ５－２ 地域福祉活動財源確保の取組強化

23 重点 ５－３ 災害に備えた職員の配置体制や事業継続計画の整備

24 ５－４ 人事異動、人事考課、研修を含めた人材育成の推進

25 ５－５ 横浜市地域福祉保健計画の推進

26 ５－６ 移動情報センター事業の推進

27 ５－７ 外出支援サービス事業及び区社協送迎サービス事業の支援

28 ５－８ 生活福祉資金貸付事業の推進

29 ５－９ 効果的な助成金制度の構築・実施

30 ５－10 市社協運営施設の機能強化

31 ５－11 災害時のボランティアコーディネート機能の推進

※　重点と付いた事業は、長期ビジョン本冊子に掲載されている事業です。

『横浜市社協　長期ビジョン2025』の実現に向けた

事業NO.

事業NO.

事業NO.

事業NO.

事業NO.

中期計画（2019～2023年度）

２－１
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生き生き生き生き生き生き生き生き プランプランプラン

第３期青葉区地域福祉保健計画

区民・事業者・行政の協働による福祉保健のまちづくり
～みんなの力で！もっと素敵に青葉区ライフ～

区民・事業者・行政の協働による福祉保健のまちづくり
～みんなの力で！もっと素敵に青葉区ライフ～

計画期間：平成 28年度～ 32年度

生き生き生き生き生き生き生き生き プランプランプラン

第３期青葉区地域福祉保健計画

計画期間：平成 28年度～ 32年度

区民・事業者・行政の協働による福祉保健のまちづくり
～みんなの力で！もっと素敵に青葉区ライフ～

区民・事業者・行政の協働による福祉保健のまちづくり
～みんなの力で！もっと素敵に青葉区ライフ～

★地域活動に一歩踏み出して参加してみよう！
★日頃からあいさつや声かけをし、 「近助」 づきあいを深めよう！
★自分の住んでいる地域の良さを知ろう！
★団体や組織の枠を超えて、 情報を積極的に共有しよう！
★ちょっとしたことでも、 悩んだときは抱え込まずに相談しよう！
★元気なうちから介護予防に取り組もう！
★子どもたちが地域の活動に参加し、自分のまちに愛着を持てる機会をつくろう！
★お互いに思いやり、 助けあう大人の姿を子どもにみせていこう！
★家族や友人など、 身近な人と一緒に健康づくりに取り組もう！
★自分の住んでいる地域の防災訓練に参加し、 防災の取組を知っておこう！

地域の皆さんが取り組むこと・心がけること青葉かがやく生き生きプラン（第３期青葉区地域福祉保健計画）の構成
一歩踏み出して、できることから始めてみませんか。
日々のちょっとした取組や心がけが、身近な地域のつながりづくりになります。
一人ひとりがつながり、お互いの顔が見え、支えあえるまちをみんなでつくっていきましょう。

※詳しい計画の内容は、区役所や区社会福祉協議会、地域ケアプラザ等で配布している計画冊子又はホームページをご覧ください。※重点取組のみ掲載しています。

“地域のつながり”づくりしてみませんか“地域のつながり”づくりしてみませんか

区民・事業者・行政の協働による福祉保健のまちづくり
～みんなの力で！もっと素敵に青葉区ライフ～

誰もが担い手であり、受け手である地域社会をつくる

次世代に継承する
「地域のつながり」のあるまち

区計画

●区域全体の共通課題への取組
●地区別計画では解決できない課題への取組
●地区別計画の推進支援

区役所・区社会福祉協議会・地域ケアプラザが取り組むこと区役所・区社会福祉協議会・地域ケアプラザが取り組むこと

●15地区それぞれの特徴や強みをいかした
　目標と取組
●地域の生活課題の解決に向けた取組

住み慣れた地域で誰もが安心して
健やかに暮らせるまち

※意見募集等でいただいた意見をもとにしました。

地域福祉保健の担い手としての団体及び人材の育成・活用
◉地域活動・ボランティアに気軽に参加できるきっかけづくりを支援します。
◉誰もが安心して暮らせるように、隣近所で支えあえる「近所」の仕組みづくりを進めます。
また、見守りの輪を広げるための普及啓発を行います。

◉子どもの頃から福祉を身近にとらえられるような教育・機会を増やします。

視点 1

活動の土台となる情報・機会・ネットワークの充実
◉必要な人に、必要な情報が的確に届くよう、さまざまな機会や媒体を活用して、情報提供をします。
◉地域のつながりをつくるために、地域の交流の機会を増やします。
◉区役所、区社協、地域ケアプラザのネットワークを強化し、地域の活動を支援します。

視点 2

高齢者・障がい者等の暮らしの支援
◉地域包括ケアシステムを推進し、住み慣れた地域で最後まで自分らしい暮らしを送れるように支援します。
　●高齢者の健康寿命を延ばせるよう、介護予防に取り組む地域づくりを進めます。
　●認知症への理解を深め、地域で支える仕組みづくりをします。
　●在宅医療・介護連携の仕組みづくりを推進します。
◉障がい児・者の地域交流を支援し、地域での障がい児・者への理解を深めます。

視点 3

子ども・青少年の健全育成
◉地域で子育て支援をしている担い手や団体の情報共有や連携を図ることで、子育て支援ネットワークを強化します。
◉児童虐待の予防及び早期対応のため、地域の理解をより深め、子どもや保護者を地域で見守る虐待防止の仕組み
づくりをします。

◉学校等と連携し、子どもや保護者も参加できる地域活動や福祉保健に関する取組を充実させていきます。

視点 4

健康長寿のまちづくりの推進
◉地域の中で健康づくりができる機会を増やし、健康づくりをとおして、地域の交流を深めます。
◉保健活動推進員や食生活等改善推進員等、地域の健康づくりを担う人材育成を行います。

視点 5

災害時でも安心のまちづくりの推進
◉高齢者や障がい者など、災害時に手助けが必要な人（災害時要援護者）の情報共有や避難支援の仕組みづくりを、
地域とともに進めます。

◉医師会や病院等の医療関係団体・機関と連携し、災害時の医療体制の整備と普及啓発に取り組みます。

視点 6 発行：横浜市青葉区役所福祉保健課事業企画担当
　　　〒225-0024 横浜市青葉区市ケ尾町31-４　☎045-978-2436　fax 045-978-2419　HP http://www.city.yokohama.lg.jp/aoba/

　　　社会福祉法人 横浜市青葉区社会福祉協議会
　　　〒225-0024 横浜市青葉区市ケ尾町1169-22　☎045-972-8836　fax 045-972-7519　HP http://www.aosha.jp/

ボランティアをしたい！探したい！
あおばボランティアセンター福祉110 番では、ボランティア
活動に関する相談やコーディネートを行っています。
 問合せ　あおばボランティアセンター福祉110 番
　　　　 ☎972-7018

自治会町内会に加入したい！
自治会町内会では、盆踊りや運動会等のレクリエーション活
動、防災訓練、防犯パトロール等を行っています。日頃から近
隣の方と知り合うきっかけにもなります。
 問合せ　青葉区役所地域振興課　☎978-2291～2

地域で活動をしたい！
青葉区区民活動支援センターでは、活動に関する相談や情報
提供など、地域で活動する皆さんを支援しています。
 問合せ　青葉区区民活動支援センター　☎989-5265

地域の福祉活動に参加したい！
福祉保健活動拠点「ふれあい青葉」は自主的な福祉保健活動
のための場です。
 問合せ　福祉保健活動拠点「ふれあい青葉」
　　　　 （青葉区社会福祉協議会）　☎972-8836

シニアの仲間づくりをしたい！
老人クラブでは、概ね60才以上の高齢者を対象とし、身近な地
域で組織しており、生きがい・健康づくりの活動をしています。
 問合せ　青葉区老人クラブ連合会事務局
　　　　 ☎972-3076

仲間づくりや地域の人と交流をしたい！
地域ケアプラザでは、地域で活動するためのお手伝いをして
います。
 問合せ　荏田地域ケアプラザ ☎911 - 8001
 もえぎ野地域ケアプラザ ☎974 - 5402
 奈良地域ケアプラザ ☎962 - 8821
 さつきが丘地域ケアプラザ ☎972 - 4769
 美しが丘地域ケアプラザ ☎901 - 6665
 大場地域ケアプラザ ☎975 - 0200
 鴨志田地域ケアプラザ ☎961 - 6911
 ビオラ市ケ尾地域ケアプラザ ☎308 - 7081
 青葉台地域ケアプラザ ☎988 - 0222
 恩田地域ケアプラザ ☎988 - 2010
 たまプラーザ地域ケアプラザ ☎910 - 5211

理　念

目　標

推進の柱

区計画 地区計画

概要版

青葉かがやく生き生きプラン（第３期青葉区地域福祉保健計画）とは…

お互いの顔が見え、支えあい安心して暮らせるまちづくりを、
地域の皆さんとともに進める計画です。
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